












Mineral Resource Exploitation in Hida Region, Central Japan in the 18th Century 
 






















































































































されている[8]．ここには金山が 7 カ所，銀山が 6 カ所，銅
山が 6 カ所，鉛山が 1 カ所，計 20 カ所の鉱山が書き上げら
郡 村　　 字　　　　 鉱種 惣間歩数 稼間歩 概要
大野郡 池本・大谷村 字片野 金山 2 0 金森領の時代に稼行された古間歩．
大野郡 六厩村 字六厩谷 金山 2 0
1702(元禄15)～1712(正徳2)年，江戸伊勢屋清兵衛外4名が拝借金3000両を得て稼行
するも鉱脈に当たらず休山．
大野郡 牛丸村 字上瀧 金山 1 0 同上
大野郡 森茂村 字小澤 金山 1 0
1708(宝永5)年，大野郡池本村彦右衛門請負．1719(享保4)年，大野郡片野村銀山師
伊之助稼行するも鉱脈に当たらず休山．
吉城郡 天生 字天生山 金山 2 0
1702(元禄15)～1708(宝永5)年，高山町人打田屋三右衛門・嶋田新助稼行．産金ある
も資力不足し休山．
吉城郡 森部村 字かな山 金山 2 0
1709(宝永6年)，吉城郡大沼村久左衛門・同郡折敷地村喜右衛門普請するも鉱脈に当
たらず休山．
吉城郡 蔵柱村 字金山 金山 2 0
1706(宝永3)年，吉城郡在家村惣右衛門・大野郡高山町源右衛門・長右衛門稼行する
も鉱脈に当たらず休山．
吉城郡 平湯 字かな山 銀山 2 0 1707(宝永4)年，大野郡高山町吉兵衛・新七稼行するも資力不足し休山．
吉城郡 和佐保銀山 字大学・嘉左衛門 銀山 2 0
1698(元禄11)年，江戸太田屋弥七・堺屋忠蔵・松本屋弥兵衛により稼行，産銀あるも資
力不足し休山．1708(宝永5)年，地元山師稼行するも資力不足し休山．
吉城郡 和佐保銀山 字和佐保山 銀山 16 0 往古の古間歩．




吉城郡 茂住銀山 字茂住山 銀山 44 0 往古の古間歩．
吉城郡 茂住銀山 字天道平 銀山 9 0 1705(宝永2)年地元山師稼行し，産銀あるも翌年年季明けとなり休山．
大野郡 山之口村 字六郎谷 銅山 3 3
1764(明和元)年7月～翌年11月，高山町林屋兵右衛門により問掘．12月より運上請負
山となり，当時稼行中．
益田郡 中洞村 字小杣小屋・金山 銅山 2 0
1751(宝暦元)～1756(宝暦6)年，大野郡高山町桜井屋利左衛門・林屋兵右衛門により
問掘，産銅あるも年季明けとなり休山．
大野郡 三尾河村 字三谷 銅山 5 0
1697(元禄10)年，大野郡一色村甚助稼行するも銅出方少なく休山．1737(元文2)～
1739(元文4)年，江戸長崎屋安九郎稼行するも銅出方少なく休山．
益田郡 尾崎村 字金山 銅山 1 0 1699(元禄12)年，益田郡萩原町甚七問掘するも鉱脈に当たらず休山．
吉城郡 茂住銀山 字池之山 銅山 2 0 往古の古間歩．
吉城郡 和佐保銀山 字和佐保山 銅山 3 0 1721(享保6)年，飛騨国銀山師久兵衛稼行して産銅あるも翌年鉱脈尽き休山．
吉城郡 茂住銀山 字池之山 鉛山 16 0 往古の古間歩．外より請負人は無く，地元山師により稼行されてきた．
表 1 18 世紀における飛騨国内の主要鉱山の稼行状況 
（高山市飯島家文書，明和四年「飛州金銀銅鉄鉛山箇所附帳」より作成） 
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は，鉱床への到達に成功し，1710年に銀 7貫 57匁 8分，翌








































間中には 24 匁 4 分 5 厘と，わずかばかりではあるが産金が
あり，運上として金 1分と永 212 文 5分 1厘 3毛(鐚にして
954文)が取り立てられたことも記載されている． 
このほかにも，1749 年 5 月に高山町近藤屋新五郎によっ
て見立てられ，翌 1750 年 4 月に同人より問掘が出願された

























































益 田 郡 
大 野 郡 
図 1 18 世紀における飛騨国の鉱山とその開発者の居住地 
(高山市飯島家文書 明和四年「飛州金銀銅鉄鉛山箇所附帳」，岐阜県立歴史資料館所蔵 「日記(銀山方)」各年次分により作成) 













10  天生金山 
11  横谷銅山 


























ば，それに先立つ 1748(寛延元)年 7 月，銀山方地役人を介
して，四美村より数次にわたって「山色問吹土」が茂住銀
山へ送られ，品位の判定がおこなわれている．庄右衛門ら





















 二村屋の史料の内に，飛騨国内の 18 カ所の鉱山を普請す
るためとして市郎右衛門が金 15,000 両の拝借を出願したこ





















ち，金山 7 カ所，銀山 4 カ所，銅山 5 カ所，鉛山 2 カ所と
いう内訳は，「箇所附帳」にとりあげられた鉱山の内訳(金




















 市郎右衛門は，横谷銅山の出願からさらに 7 年後，吉城
郡茂住銀山(現飛騨市神岡町東茂住)の一部であった増谷銀






  覚 
 
飛州吉城郡茂住村地内 
 字増谷  
        飛州益田郡名丸村 
            願人   市郎右衛門 
 
一，銀山間歩壱ヶ所再問掘願 
   冥加銀三拾五匁 





































 ここで可否が問われているのは，前年 8 月よりこの年






























































































































「丑年」は 1709 年，「寅年」は 1710 年，そして「午年」








































図 2 「飛州吉城郡増谷銀山絵図」(部分） 
（飛騨市神岡町東茂住金龍寺所蔵東茂住土地共有会文書） 
①「下之口御番所」 ②「宗貞屋鋪跡」 ③「銀山村」 
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所）」，1.01-54 安永 7 年～安永 8 年「戌亥日記(銀山
方)」，1.01-55 天明 4 年～天明 5 年「辰巳日記(銀山
方)」，1.01-56 天明 7 年「未日記(銀山方)」，1.01-57



























おける鉛山問掘に関する 1766(明和 8)年 3月，7月の伺書
も収められている．この問掘についてはほかに関連史料
がなく，実施されたかどうかも不明である． 
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